


（ 大 正 １ ３ 年 ４ 月 １ 日 制 定 ）

　わたしたちは、海と山にかこまれた美しい自然と、昼夜の別なくこん
こんと湧きいづる温泉のまちに住む市民であることを誇りとし、魅力あ
ふれる観光のまちづくりを目指しています。わたしたちの市民憲章は次
のとおりです。

　　美しい町をつくりましょう。
　　温泉を大切にしましょう。
　　お客さまをあたたかく迎えましょう。

（ 昭 和 ４ ３ 年 １ 月 １ 日 制 定 ）

（昭和４８年制定） （昭和５７年制定） （昭和５７年制定）

オオムラサキ：ツツジ科
 
常緑低木。市内の街路や公
園に多く植栽され４月下旬
から５月中旬の開花時期に
は赤紫色の大きな花を咲か
せる。

キンモクセイ：モクセイ科
（庭園緑化木）
 
  中国原産。秋には黄金色の
小花を咲かせ、芳香があ
る。別府の土壌に適してお
り、庭園などの緑化用とし
て選定された。

クスノキ：クスノキ科
（公共緑化木）

 樹形雄大で風格があり、樹
齢も長く、別府を象徴する
木として最もふさわしい。
公園などの緑化用として選
定された。



概要 ９． 運輸

（１） 位置と面積 （１） JR各駅の乗降人員の推移

（２） 地勢 （２） 船舶、航空機の乗降人員の推移

（３） 市の一日

１０． 労働および社会保障

１． 土地および気象 （１） 求職者、求人数の推移

（１） 山岳 （２） 国民年金の給付状況の推移

（２） 河川（延長5,000ｍ以上） （３） 国民健康保険の状況

（３） 地目別土地 （４） 生活保護の状況

（４） 気温および降水量

（５） 日照時間 １１． 保健および衛生

（６） 天気日数 （１） 医療施設の状況

（２） 病院数、病床数の推移

２． 人口 （３） 主要死因別死亡者数の推移

（１） 国勢調査人口の推移 （４） ごみ処理量の推移

（２） 人口構成（年齢３区分）

（３） 人口構成（年齢５歳階級別） １２． 電気・ガス・水道

（４） 主要４産業分類別就業者人口の推移 （１） 電力需要の推移

（５） 外国人国籍別人口の推移 （２） 都市ガスの用途別供給量の推移

（６） 人口動態の推移 （３） 給水戸数、配水量、給水量の推移

（７） 各校区別人口と世帯数の推移

１３． 観光および温泉

３． 事業所 （１） 観光客数および消費額の推移

（１） 産業分類別事業所数および従業者数の推移 （２） 外国人観光客数の推移

（３） 温泉孔数、源泉総数、湧出量の推移

４． 農林水産業 （４） 市営温泉有料入浴者数の推移

（１） 農家数および農家人口の推移

（２） 経営耕地面積および施設面積の推移 １４． 教育および文化

（３） 漁業種類別経営体数の推移 （１） 園児、児童、生徒数の推移

（２） 小・中・高等学校の経費の推移

５． 製造業 （３） 高等学校卒業生の進路状況

（１） 製造業事業所数、従業者数、出荷額の推移 （４） 図書館の利用状況

（２） 製造品出荷額、加工賃等収入額の推移

１５． 治安および災害

６． 商業 （１） 犯罪発生および検挙件数の推移

（１） 商店数、従業者数、商品販売額、売場面積の推移 （２） 火災発生件数、損害額の推移

（２） 商店数、従業者数、商品販売額、売場面積の推移（小売業中分類）

１６． 行政

７． 市民生活 （１） 職員数の推移

（１） 市民分配所得の推移 （２） ラスパイレス指数の推移

（２） 経済活動総生産の推移

１７． 財政

8. 建設 （１） 一般会計歳入・歳出決算額の推移

（１） 都市公園面積の推移 （２） 一般会計歳入・歳出決算額の内訳別推移

（２） 下水道事業の推移



(1)位置と面積

(2)地勢

資料：財産活用課

別府市は、九州の北東部、瀬戸内海に接する大分県の東
海岸のほぼ中央に位置し、南は野猿で有名な高崎山をへ
だてて県都大分市と隣接、 北は県北テクノポリス圏と
して躍進する史蹟の里国東半島の市町村と接し、西は阿
蘇国立公園に属する由布岳、鶴見岳の連山を中心に南北
に半円形に連なる鐘状火山（トロイデ）に囲まれその裾
野がなだらかに波静かな別府湾に続く扇状地である。
   市内には、古くから「別府八湯」と呼ばれる温泉群が
点在し、２千８百有余を数える源泉から湧出する温泉
は、一昼夜１３万キロリットルにも及び、医療、浴用
等々、市民生活はもとより観光、産業面にも幅広く利用
されている。

大分市由布市

日出町

宇佐市

(3)市の一日(平成１８年）（国勢調査は平成17年確報値）

資料：総務課

資料：政策推進課

東  西 南  北

13ｋｍ 14ｋｍ

別府市上野口町１番１５号

位 　     置 広 ぼ う
東  経

131度29分3７秒

北  緯

33度16分52秒

市役所所在地

面  積

125.303ｋ㎡

出　　　　　生 死　　　　　亡 転　　　　　入 転　　　　　出

2.6人 3.7人 14.7人 14.0人

結　　　　　婚 離　　　　　婚 ご　み　処　理 し　尿　処　理

1.８組 0.７組 151.2ｔ 74.1ｔ

上下水道(給水量) 交　通　事　故 火　　　　　災 救　急　出　動

4.9万ｍ3 2.4件 0.1件 14.5件

人　口　密　度 世　　　　帯 歳入決算額 歳出決算額

（1７.10. 1） （1７.10. 1） （　1８　年　度　） （　1８　年　度　）

41,146,669千円 40,526,360千円

１ｋｍ2当り 1,01５人 １世帯当り　2.３人 市民１人当り 市民１人当り

平成１７年国勢調査(確報値) 平成１７年国勢調査(確報値) ３３３千円 ３２８千円



(1)山岳

▲鶴見岳

▲大平山

(2)河川（流路延長5,000ｍ以上）

資料：国土地理院、大分県統計年鑑

平田川

春木川

境川

朝見川

資料：土木課

(3)地目別土地
資料：課税課

地目別による面積割合の推移（％）
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H15 H16 H17 H18 H19

H15 5.29 10.05 0.01 0.02 9.45 10.52 4.18 60.48 

H16 5.29 10.05 0.01 0.02 9.45 10.52 4.18 60.48 

H17 5.27 10.04 0.01 0.02 9.54 10.52 4.14 60.46 

H18 5.24 10.05 0.01 0.02 9.55 10.51 4.15 60.45 

H19 5.23 10.07 0.01 0.02 9.58 10.52 4.15 60.42 

田畑 宅地 鉱泉地 池沼 山林 原野 雑種地 その他

▲倉木山

▲猫が岩山

▲向平山
▲吉備山

▲実相寺山

鶴見岳

由布岳

写真：　別府湾から見た由布岳と鶴見岳

大平山

名　称 関係市 標高（ｍ） 計測点

由布岳 別府市、由布市 1,583 三角点

鶴見岳 別府市 1,375 三角点

内山 別府市、由布市 1,275 三角点

倉木山 別府市、由布市 1,155 三角点

雨乞岳 別府市、由布市 1,074 三角点

大平山 別府市 810 等高線

船原山 別府市 737 三角点

小鹿山 別府市 728 三角点

猫が岩山 別府市 722 標高点

鍋山 別府市 620 等高線

向平山 別府市 500 標高点

吉備山 別府市 255 三角点

実相寺山 別府市 169 三角点

河　川 流路延長（ｍ） 備考

朝　見　川 5,030 別府湾に流入

春　木　川 6,270 〃

境　川 6,900 〃

平　田　川 5,900 〃

（単位:K㎡） 地積 非課税地積 評価地積

総　面　積 125.14 89.24 35.90

田　　　畑 6.54 0.13 6.41

宅　　　地 12.60 1.53 11.07

鉱　泉　地 0.01 0.01 0.01

池　　　沼 0.03 0.01 0.02

山　　　林 11.99 2.03 9.96

原　　　野 13.17 8.71 4.46

雑　種　地 5.20 1.83 3.37

そ　の　他 75.60 75.00 0.60
※ 固定資産概要調書による。
（平成１９年１月１日現在）



注：天気の重複があるので日数の合計は365日を越えている。　「･･･」不詳、「－」皆無

(4)気温および降水量

気 温 お よ び 降 水 量 の 推 移 （ 平 成 1９年 ）
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資料：大分地方気象台

(5)日照時間

(６)天気日数

資料：大分地方気象台

資料：大分地方気象台

日照時間および日照率（平成1９年）
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快 晴 晴 天 曇 天 降 雨 霧 雷 雨 暴 風 降 霜 氷 結 降 雪

日数

H１３ H１４ H１５ H１６ H１７ H１８ H１９

快 晴 晴 天 曇 天 降 雨 霧 雷 雨 暴 風 降 霜 氷 結 降 雪
平成 １３ 年 176 79 79 35 1 － － － － －

１４ … … … … … … … … … …
１５ 27 … 145 202 9 21 … … … 8
１６ 34 … 105 191 1 29 … … … 14
１７ 27 ･･･ 110 182 2 13 ･･･ ･･･ ･･･ 23
１８ 28 … 137 201 8 27 … … … 8
１９ 31 … 123 193 1 23 … … … 6

天          気          日          数
年    次



(1)国勢調査人口の推移

(2)人口構成【年齢３区分】
資料：国勢調査

国勢調査人口の推移
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資料：国勢調査



(3)人口構成【年齢5歳階級別】
資料：国勢調査

平成１７年国勢調査　年齢階層別男女別人口
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主要４産業大分類別就業者数の推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

人

サービス業 19,532 20,798 20,803 21,360 22,763 22,458 8,939 

卸・小売業 18,575 19,478 18,427 17,734 17,230 15,668 11,112 

製造業 4,902 4,572 4,933 5,298 4,764 4,469 4,079 

農業 1,807 1,437 1,294 1,025 951 808 737 
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(4)主要４産業分類別就業者人口の推移
資料：国勢調査



(５)外国人国籍別人口の推移
資料：市民課

(６)人口動態の推移
資料：市民課

人　口　動　態

△ 10,000

△ 8,000

△ 6,000

△ 4,000

△ 2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

人

増減数 355 △ 419 △ 332 70 258

出生 998 912 991 952 954

転入 6,586 6,416 6,297 6,933 6,991

死亡 △ 1,229 △ 1,375 △ 1,353 △ 1,346 △ 1,439

転出 △ 6,000 △ 6,372 △ 6,267 △ 6,469 △ 6,248

15年 16年 17年 18年 19年

注：住民基本台帳＋外国人登録人口

国籍別外国人登録者数の推移
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4,000
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人

合計 3,081 3,285 3,439 3,678 4,325

その他 623 683 738 865 974

アメリカ 77 78 91 85 87

タイ 80 101 139 203 255

インドネシア 106 129 158 162 173

ベトナム 123 139 133 164 223

フィリピン 257 260 217 125 145

中国 855 949 1,018 1,127 1,328

韓国・朝鮮 960 946 945 947 1,140

15年 16年 17年 18年 19年

注：外国人登録人口



(７)各校区別人口と世帯数の推移
資料：国勢調査

人口と世帯数の推移（野口校区）
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人口と世帯数の推移（西校区）

6,193
5,711

2,790 2,672 2,526

6,584

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

平成７年 １２年 １７年

世帯 人口

西校区
人口と世帯数の推移（南立石校区）

7,880 7,686 7,535

2,993 2,956 2,932

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

平成７年 １２年 １７年

世帯 人口

南立石校区

人口と世帯数の推移（東山校区）
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注：平成１７年は市が集計した結果であり後日、
総務省から公表される数値との相違があり得る。

別府の湯けむり



6,824
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2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

公務 32 

サービス業 1,297 

複合サービス事業 35 

教育・学習支援業 235 

医療・福祉 459 

飲食店・宿泊業 1,268 

不動産業 777 

金融・保険業 107 

卸売・小売業 1,849 

運輸業 111 

情報通信業 33 

電気・ガス・熱供給・
水道業

7 

製造業 203 

建設業 400 

鉱業 2 

漁業

林業 9 

農業

総数 6,824 

平成18年

(1)産業分類別事業所数および従業者数の推移(各年10月1日)

従業者数の推移

58,092
58,464

55,708

50,000

51,000

52,000

53,000

54,000

55,000

56,000

57,000

58,000

59,000

従業者数（人）

公務 2,339 2,213 2,792 

サービス業 22,244 24,114 24,087 

不動産業 1,458 1,318 1,321 

金融・保険業 1,776 1,604 1,441 

卸・小売業・飲食店 19,610 18,693 17,458 

運輸・通信業 3,484 3,190 2,778 

電・ガス・熱・水道業 348 365 296 

製造業 3,142 2,778 2,110 

建設業 3,524 4,077 3,365 

鉱業 31 21 4 

漁業 23 9 

林業 12 18 56 

農業 101 64 

総数 58,092 58,464 55,708 

平成３年 平成８年 平成１３年

注：平成１３年の農林漁業数および従業者数は合算集計である。

資料：事業所・企業統計調査

注：平成１６年は簡易調査のため、グラフには掲載しない。

52,222

50,000

51,000

52,000

53,000

54,000

55,000

56,000

57,000

58,000

59,000

公務 2,478

サービス業 8,149
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教育・学習支援業 3,004

医療・福祉 9,233

飲食店・宿泊業 8,277

不動産業 1,424

金融・保険業 1,099

卸売・小売業 11,298

運輸業 1,723

情報通信業 293

電気・ガス・熱供給・水道

業

281

製造業 1,686

建設業 2,731

鉱業 3

漁業

林業 57

農業

総数 52,222

平成18年

事業所数の推移

9,042
8,549

7,665
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事業所数

公務 29 29 35 

サービス業 2,717 2,690 2,459 

不動産業 746 739 701 

金融・保険業 156 158 135 

卸・小売業・飲食店 4,306 3,844 3,373 

運輸・通信業 228 239 207 

電・ガス・熱・水道業 9 8 7 

製造業 364 300 257 

建設業 469 528 480 

鉱業 3 2 2 

漁業 2 2 

林業 3 4 9 

農業 10 6 

総数 9,042 8,549 7,665 

平成３年 平成８年 平成１３年

注：平成１６年以降、日本標準産業分類の変更に伴い、項目追加。



(１)農家数および農家人口の推移　（各年2月1日）

(２)経営耕地面積および施設面積の推移（各年2月1日）

資料：農林業センサス

農　家　数 ､ 農　家　人　口　の　推　移

101
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資料：農林業センサス

注：『自給的農家』を除いた数値のグラフ



(３)漁業種類別経営体数の推移（各年11月1日）

資料：漁業センサス

漁業種類別経営体数の推移

0

20

40

60

80

100

120

140

経営体数

漁業総数 120 79 92

その他 11 5 5

船引き網 0 1 2

採藻 2 1 1

採貝 0 2 0

ぱっち網 2 0 0

地引き網 1 0 0

小型定置網 6 5 4

底引き網 22 14 14

釣り 33 18 30

刺網 43 33 36

平成５年 １０年 １５年

扇山火まつり（４月）

ハート　ほっ！とフェスタ（４月）



(1)製造業事業所数、従業者数、出荷額の推移（各年12月31日)

資料：工業統計調査

注：平成１３年の農林漁業数および従業者数は合算集計である。

製造業の推移(従業者4人以上)

1,789

1,561

1,387

1,273

1,230

1,276

1,591

1,370

1,093
1,115

1,144
1,178

142

125

112
109

102
108

1,000

1,500

2,000

平成12年 13年 14年 15年 16年 17年

(人：千万円)
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(２)製造品出荷額、加工賃等収入額の推移（各年12月31日)

資料：工業統計調査

製造品出荷額等の推移
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1,000,000
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万円

総　数 1,590,530 1,370,145 1,092,915 1,114,648 1,144,003 1,178,357 

その他収入額 7,759 0 0 0 0 0 

修理料収入額 4,632 0 0 0 0 0 

加工賃収入額 221,069 159,578 121,505 127,779 184,584 133,553 

製造品出荷額 1,357,070 1,198,922 965,180 982,349 946,513 1,040,514 

平成12年 13年 14年 15年 16年 17年



(1)商店数、従業者数、商品販売額、売場面積の推移

商店数、従業者数、年間販売額、売場面積の推移
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売場面積㎡

資料：商業統計調査

(２)商店数、従業者数、商品販売額、売場面積の推移（小売業中分類）

商店数の推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

総数 2,582 2,287 2,321 2,075 1,932

その他 725 664 678 579 545

各種 8 5 10 6 7

自動車・自転車 101 91 102 90 95

家具・じゅう器 201 168 168 149 139

織物・衣服 286 231 214 198 177

飲食料品 898 787 743 694 615

卸売業 363 341 406 359 354

平成6年 9年 11年 14年 16年



従業者数の推移

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
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総数 13,010 12,045 12,259 12,219 11,307

その他 3,197 2,967 2,939 2,807 2,753

各種 916 705 630 911 562

自動車・自転車 572 554 611 568 597

家具・じゅう器 786 638 663 734 622

織物・衣服 799 720 687 665 663

飲食料品 3,719 3,547 3,889 3,835 3,590

卸売業 3,021 2,914 2,840 2,699 2,520

平成6年 9年 11年 14年 16年

年間販売額の推移
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その他 37,630 40,534 35,022 32,026 32,796

各種 25,799 21,831 19,379 15,924 14,625

自動車・自転車 15,009 16,264 18,033 15,409 16,892

家具・じゅう器 13,367 12,728 12,088 11,825 10,189

織物・衣服 10,122 9,826 7,834 7,065 7,605

飲食料品 51,351 47,535 47,042 46,283 45,166

卸売業 115,253 113,279 106,915 96,799 98,911

平成6年 9年 11年 14年 16年

売場面積の推移
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家具・じゅう器 21,146 16,321 18,151 19,920 15,859

織物・衣服 19,515 15,130 14,529 15,799 16,294

飲食料品 59,496 55,578 51,005 55,563 54,082

平成6年 9年 11年 14年 16年



(1)市民の所得の推移
資料：大分の市町村民経済計算（大分県統計調査

(２)経済活動総生産の推移

市民所得の推移

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

百万円 企業所得

財産所得

雇用者所得

企業所得 55,803 57,941 61,208 55,169 59,984 61,910 62,390 68,558 66,192 

財産所得 27,143 26,109 21,806 20,416 17,928 13,429 10,250 9,034 10,329 

雇用者所得 219,996 218,350 223,024 217,842 220,965 217,814 212,917 203,487 200,384 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

資料：大分の市町村民経済計算（大分県統計調査課）

経済活動総生産の推移

290,000
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310,000
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330,000

340,000

350,000

360,000

370,000

380,000

百万円

第１次産業

第２次産業

第３次産業

第１次産業 1,841 1,688 1,537 1,406 1,336 1,247 1,175 1,142 978 

第２次産業 31,256 26,876 37,299 29,133 33,071 28,890 26,288 24,952 22,532 

第３次産業 326,048 331,395 333,096 322,069 330,620 336,446 336,087 335,402 333,122 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６



(1)都市公園面積の推移（各年3月31日現在）

資料：公園緑地課

(２)下水道事業の推移

都市公園面積の推移
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注：市民一人当たり面積は、都市計画区域人口から算出

資料：下水道課

下水道事業の推移
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(1)JR各駅の乗降人員の推移（各年1月～１２月）

資料：九州旅客鉄道㈱大分支社

(２)船舶、航空機の乗降人員の推移（各年1月～12月）

資料：関西汽船㈱、宇和島運輸㈱、ソレイユエクスプレス㈱、大分空港
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(1)求職者、求人数の推移（各年1月～12月）

資料：別府公共職業安定所
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(２)国民年金の給付状況の推移（各年3月31日現在）

資料：保険年金課
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(３)国民健康保険の状況（各年3月31日現在）

資料：保険年金課

(４)生活保護の状況（保護率：各年3月31日現在）

資料：保険年金課

国民健康保険（診療費）の推移
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注：平成15年から老人保健医療対象年齢は75歳以上。（平成14.10法改正により75歳に引き上げられた）
注：老人保健医療対象者は除く。

生活保護の状況
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70.6829 72.6216

22.47
22.96

24.84

25.70 26.07

0

200

400

600

800

１４年 １５年 １６年 １７年 １８年

扶助費
（千万円）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

保護率
（‰）

その他

医療扶助

生活扶助

保護率（‰）



(1)医療施設の状況（各年１２月３１日現在）

資料：大分県公衆衛生年鑑

(２)病院数、病床数の推移（各年12月31日現在）

資料：大分県公衆衛生年鑑

医療施設の推移
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300

保健所 1 1 1 1 1

薬局 61 61 61 57 61

歯科診療所 63 59 61 62 60

一般医療 149 151 152 156 150

平成13年 14年 15年 16年 17年

病院数、病床数の推移
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(３)主要死因別死亡者数の推移
資料：大分県公衆衛生年鑑

(４)ごみ処理量の推移
資料：清掃課

主要死因別死亡者数の推移
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800

1000

1200

人

その他 118 142 113 143 131

不慮の事故 26 30 42 39 41

肺炎 103 128 121 128 141

脳血管疾患 172 173 173 156 143

心疾患 199 214 209 209 228

悪性新生物 349 376 372 436 395

平成１３年 １４年 １５年 １６年 １７年

ごみ処理量の推移
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(1)電力需要の推移（各年3月の単月実績）

資料：九州電力㈱別府営業所

(２)都市ガスの用途別供給量の推移
資料：大分瓦斯㈱別府営業所

注：４６．０４６５５MJ／㎥　　ガス種別の変更により過去の数値を再計算。

電力需要状況の推移

83.7 84.2 84.6 84.7 84.8

20,856 21,093
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都市ガス用途別供給量の推移
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1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

9,000,000

10,000,000

㎥

その他 1,332,261 1,416,326 1,334,768

工業用 37,143 26,636 23,449

医療用 1,194,923 1,348,442 1,183,396

産業用 2,530,690 2,567,868 2,527,057

家庭用 3,846,032 3,754,776 3,774,874

平成１６年 １７年 １８年



(３)給水戸数、配水量、給水量の推移
資料：水道局

注：平成17年12月31日　給水人口･･･12３,９０１人
　　給水戸数：11月調定分と12月調定分の世帯数戸数を集計

給水戸数、配水量、給水量の推移
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5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

千㎥

61,200

61,400

61,600

61,800

62,000

62,200

62,400

62,600

62,800

63,000

63,200

63,400

戸
総配水量

給水量(有収水量) 

給水戸数

総配水量 19,336 19,340 19,667 19,128 18,046

給水量(有収水量) 16,352 15,922 16,226 15,998 15,692

給水戸数 61,974 62,498 62,910 62,868 63,168

平成１４年 １５年 １６年 １７年 １８年

竹瓦温泉

明礬温泉　湯の花小屋



(1)観光客数および消費額の推移
資料：ONSENツーリズム局　観光まちづくり室

(２)外国人観光客数の推移
資料：ONSENツーリズム局　観光まちづくり室

観光客数と消費額の推移
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900

万人

140,000

142,000

144,000

146,000

148,000

150,000

152,000

154,000

百万円

宿泊客 401 400 392 393 394

日帰り客 785 764 765 781 783

消費額 149,110 147,081 145,585 147,241 148,906

平成１４年 １５年 １６年 １７年 １８年

外国人観光客数の推移
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アフリカ 98 26 36 40 449

オセアニア 1,163 1,014 898 1,250 1,358

アジアその他 1,949 1,258 2,266 3,427 3,918

韓国 101,061 113,843 117,051 129,867 179,150

台湾 16,557 12,708 10,478 22,638 20,186

中国(香港) 11,207 5,224 6,174 7,174 6,195

ヨ－ロッパ 6,575 4,630 4,273 7,126 8,817

中南アメリカ 1,718 313 230 428 559

カナダ 909 709 869 823 862

アメリカ 4,989 3,806 3,937 3,868 4,519

平成14年 15年 16年 17年 18年

注：香港は中国に含む。



(３)温泉孔数、源泉総数、湧出量の推移
資料：保健所報（別府県民保健福祉センター報）

平成14年度 15年 16年 17年 18年

温泉孔数 2,896 2,909 2,909 2,914 2,903

源泉総数 2,841 2,838 2,838 2,843 2,832

90.0

91.0

92.0

93.0

94.0

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

100.0

2,780

2,800

2,820

2,840

2,860

2,880

2,900

2,920

2,940

K㍑/分温泉孔数・源泉総数と湧出量の推移

(４)市営温泉有料入浴者数の推移

湧出量 95.3 95.3 95.3 95.5 95.2

平成14年度 15年 16年 17年 18年

堀田温泉 0 176,148 162,928 163,028 156,737

浜田温泉 90,613 83,429 88,624 88,632 82,047

北浜温泉 64,428 62,165 44,460 42,956 42,438

柴石温泉 120,927 115,737 109,638 91,648 97,427

別府海浜砂湯 29,658 31,712 31,103 24,754 31,051

不老泉 100,579 97,213 95,126 96,059 94,087

鉄輪むし湯 21,361 20,624 17,422 18,445 30,110

海門寺温泉 27656 26232 28329 28290 26765

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

人 市営温泉有料入浴者数の推移
資料：ONSENツーリズム局 温泉振興室

海門寺温泉 27,656 26,232 28,329 28,290 26,765

田の湯温泉 43,361 41,930 42,492 42,585 41,200

湯都ピア浜脇 74,894 68,512 62,555 62,615 61,657

浜脇温泉 153,422 152,413 147,052 141,793 138,020

永石温泉 40,343 40,023 38,778 37,049 32,829

竹瓦温泉 102,247 95,487 88,973 86,481 87,935



(1)園児、児童、生徒数の推移（各年5月1日現在）

資料：学校基本調査、学校教育課

(２)小・中・高等学校の経費の推移
資料：学校教育課

注：養護学校を含む。

園児、児童、生徒数の推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000人

大学 6,362 7,183 8,091 8,459 8,660

高校 3,597 3,569 3,558 3,387 3,324

中学校 3,497 3,328 3,239 3,167 3,165

小学校 6,393 6,370 6,294 6,194 6,093

幼稚園 1,525 1,411 1,417 1,390 1,410

平成１４年度 １５年 １６年 １７年 １８年

小・中・高等学校の経費の推移

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

経費
（百万円）

0

200

400
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800

1000

1200

一人当たり
（千円）

小学校 1,323 1,733 712 989 916

中学校 246 217 379 213 240

高等学校 486 486 518 554 552

小一人 214 283 119 168 159

中一人 74 69 124 72 81

高一人 839 840 881 967 959

平成１４年度 １５年 １６年 １７年 １８年

注：小学校の平成14年、15年経費は南小学校新設による増加



(３)高等学校卒業生の進路状況（各年5月1日現在）

資料：学校基本調査

高等学校卒業生の進路状況

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

人

死亡・不詳 0 3 0 0 1

無 業 者 83 75 73 68 47

就 職 者 257 215 243 226 193

その他施設等 1 6 9 10 6

専修学校等 322 281 247 282 274

大学等 538 498 469 572 515

平成１４年度 １５年 １６年 １７年 １８年

(４)図書館の利用状況
資料：生涯学習課

図書館の利用状況
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(1)犯罪発生および検挙件数の推移
資料：別府警察署

(２)火災発生件数、損害額の推移
資料：消防本部

犯罪発生および検挙件数
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(1)職員数の推移（各年４月1日現在）

資料：職員課

注：市長、助役、収入役、教育長、水道企業管理者は除く。

職員数の推移
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人

市長事務部局等 教育委員会 消防 水道局

1,177
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1,257
1,242 1,231

1,200. 1,187

ラスパイレス指数の推移

95.0
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107.0

109.0

ポイント

別府市

全国市平均

県下市平均

別府市 108.0 103.1 103.0 101.1 101.4 98.0 97.7 98.9 100.6 

全国市平均 105.4 103.6 102.1 101.2 100.7 98.2 97.6 97.4 97.9 

県下市平均 106.9 104.7 103.9 103.2 102.4 100.2 99.1 97.1 97.5 

昭和63年 平成5年 10年 14年 15年 16年 17年 18年 19年

(2)ラスパイレス指数の推移（各年４月1日現在）

注：ラスパイレス指数＝ 地方公共団体の一般行政職の給料額と国の行政職俸給表（一）の適用職員の俸給額とを、
　　学歴別、経験年数別にラスパイレス方式により対比させて比較し算出したもので、国を１００としたもの。
注：市町村合併があった平成１７年の県下平均は１２市の単純平均。
注：市町村合併があった平成１８年の県下平均は１３市の単純平均。
中：市町村合併があった平成１９年の県下平均は１４市の単純平均。

資料：総務省

1,155



(1)一般会計歳入・歳出決算額の推移
資料：政策推進課

(２)一般会計歳入・歳出決算額の内訳別推移
資料：政策推進課

歳入・歳出決算額の推移

25,000

27,000

29,000

31,000

33,000

35,000

37,000

39,000

41,000

43,000

45,000
百万円

歳入総額

歳出総額

歳入総額 38,213 40,008 41,681 43,663 42,836 41,147 38,866 40,640

歳出総額 37,574 39,336 40,502 42,786 42,167 40,526 38,339 40,078

平成７年度 １２年 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年 １８年

一般会計（歳入）決算額の推移
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25,000
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35,000
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50,000

百万円

その他 5,243 5,935 5,132 4,434 4,299 5,456

地方譲与税 362 365 379 600 828 1,168

使用料・手数料 1,093 1,056 1,044 1,041 1,032 937

県支出金 1,805 1,751 1,903 1,865 2,195 2,761

市　債 2,702 3,549 4,800 4,446 1,866 2,395

国庫支出金 7,255 8,171 8,163 7,785 7,611 7,209

地方交付税 8,702 8,282 7,619 7,170 7,065 6,943

市　税 14,518 14,556 13,795 13,807 13,969 13,771

平成１３
年度

１４年 １５年 １６年 １７年 １８年

一般会計（歳出）決算額の推移
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10,000

15,000

20,000

25,000
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35,000

40,000
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50,000

百万円

その他 1,740 1,718 1,749 1,695 1,728 1,549

観光費 605 548 565 468 553 415

消防費 1,462 1,612 1,283 1,207 1,291 1,279

衛生費 2,620 2,537 2,402 2,754 2,823 2,597

公債費 3,482 3,702 3,133 4,527 2,611 2,656

教育費 3,862 4,196 4,682 3,652 3,787 4,723

土木費 5,507 6,817 5,092 3,574 3,260 3,746

総務費 6,885 6,678 7,293 5,711 5,205 6,057

民生費 14,339 14,976 15,968 16,938 17,081 17,056

平成１３
年度

１４年 １５年 １６年 １７年 １８年
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